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PS-２豪雨が腸炎ピプリオ食中毒の発生を誘発した可能性について

熊澤教眞
琉球大学熱帯生物圏研究センター感染生物学研究領域

平成１６年７月１２日～１３日に日本海から東北地方南部にのびる梅雨前線の活
動が活発になり、新潟県と福島県で集中豪雨が発生した。この豪雨の直後に新
潟港で水揚げしたアジから腸炎ピブリオが検出された。さらに、この時期に新
潟県北部地域でイワガキとイガイを原因食品とする腸炎ピブリオ食中毒が多発
した。そこで、新潟県福祉保健部から食中毒の発生状況、新潟市保健所からア
ジの腸炎ピブリオ汚染成績を入手し、気温と河川の水位のデータを用いて、豪
雨カヨアジの腸炎ピブリオ汚染と腸炎ピブリオ食中毒の発生を誘発した可能性を
検討した。

１．アジの腸炎ピブリオ汚染と信濃川・阿賀野川の水位変動との関係
平成16年６月１５日から９月２８日までに新潟港に水揚げしたアジからの腸炎
ピブリオの検出成績を見ると、７月１３日までは腸炎ピブリオが検出されなかっ
た｡豪雨後の７月２７日には５検体のすべてから２３～240/ｇの腸炎ビブリオが検
出された。８月１０日と８月３１日には菌の検出率も菌数も徐々に減少し、９月
２８日には検出されなかった。アジから検出された菌株は非病原株であった。
新潟市で日本海に注ぐ信濃川下流の帝石橋観測所では７月１３日に水位が約１

ｍ上昇した。阿賀野川の胡桃山観測所では７月１３日に２．８，，１８日に2.5ｍの水
位上昇が観測された。アジの腸炎ピブリオ検査成績と信濃川・阿賀野)11の水位
変動との関係を見ると、両河川で水位が上昇する前の７月１３日までは菌が検出
されなかった。水位上昇後の７月２７日には５検体のすべてから最も高濃度の菌
が検出された。その後、菌数が徐々に減少して９月２８日に検出限界以下になる
までは、２河川の水位の異常な上昇は記録されていない。新潟市の気温や信濃
川河口の水温とアジの汚染菌数との間には関連性が認められなかった。
信濃川と阿賀野川の汽水域の水位は平成１６年３月から豪雨直前の７月１１日
まで安定していたので、この時期に腸炎ピブリオが泥の表層に蓄積していたと
推定される。その後、豪雨で汽水域の水位が急上昇したために、ここで増殖し
た菌が河口から流出して沿岸海域や新潟港に広く拡散し、アジを汚染したので
あろう。

２．新潟県北部の河川の水位変動と腸炎ピプリオ食中毒事件との関係
新潟県北部で７月２４日～３０日に村上市岩船から山北町に至る岩礁帯で採取し
たイワガキを原因食品とする腸炎ピブリオ食中毒事件が１７件、８月２日にイガ
イを原因食品とする事件が１件発生した。この地域で発生した腸炎ピブリオ食
中毒は平成１４年には１件であり、平成１５年には発生していない。
荒川下流の葛籠山観測所における平成１６年６月１日～９月３０日の水位変動

を見ると、６月２６日に約1.5m上昇した後、７月１０日に２．２，，７月１３日に3.2,,
7月１６～１７日に5.6ｍと、３回の水位上昇が観測された。このため、この地域
の汽水域に蓄積していた病原株が豪雨時に流出してイワガキやイガイを汚染し、
食中毒事件を起こした可能性がある。平成１４年と１５年にはこのような異常水
位は観測されていない。
豪雨による汽水域の増水は新潟県中部の信濃ﾉ||や阿賀野川でも起きたのに北

部だけで食中毒が多発したのは，この年には信濃川や阿賀野川に病原株が蓄積
していなかった可能性と、水位の上昇幅が病原株の流出に必要な値に達してい
なかった可能性が考えられるゴ新潟市沖で捕獲したアジから豪雨直後に検出さ
れた腸炎ピブリオがいずれも非病原株であったことは前者の可能性を示唆して
いる。


